
こうした自然的･社会的条件が複雑にからみ合うて,酪鹿融 ヒ凝第 1地区では成立しやすく,第

2地区では成立し把((なゥているのであるo

酒勾川右岸地域の地理学的考察

諸 星 弘 子

調査地域は神奈川県の西端に属し,行政的には南足柄町･開成町･小田原市の一部を含4,酒勾

)H沖横地と箱根火山地域から成立やているO調査の目的を自然(帝に地形 )をベースとして展開盲

れる経済活動 (主に農業構造とその変化 )に主眼点を置 き,この地域の地域性を追求することにし

た｡

酒勾川の沖横地比勾配が急で将に上流部杖高煉な扇状地的性格が強 く,下流部に至9三角洲性に

なる.沖構面は氾濫の時に残された徴高地面と掃流によ9洗われた旧氾渡原面に分類される｡箱根

火山地域は外輪山斜面,火山性fan,そして新期カルデラ形成直前に噴出した軽石流から怒る丘駿

があるが,共に輝石安山岩質の横と擬石,それを被 う厚いロームからなる｡軽石流丘陵の周辺部に

は狩川に沿V,二段の段丘と,酒勾川に沿って一段の段丘が見られるo狩川段丘は箱根火山系の輝石

安山岩の段丘疎とそれを被いラビ1),スコt)ア混Pの荒いロ-ム層から構成されている.酒勾川本

流の段丘は富士火山系の玄武岩質のきれいをヲミナ層をもつ砂襟とロームから怠るがその段丘と各

地形面の対比鴨 比高,開析亀 ローム層qLJ中に含まれるスコ1)7, ラビ1)層を示準として行った.

平野部の農業は肥沃表土貌 鼻音夜水準恵まれ単位収量,晶質共にすぐれ神奈川の穀倉地帯を成

しているカi 近年富士フィルヰを中心とする工場群の増加をどの都市機能の増加とともに水田面横

の減少,利用率の低下現象が目立ち 1毛田がS55年に22好であったのがS40年には70多

に急増して粗放化が著しい｡水田農業は農業用水の間琴 農業慣行,そして開成町の農業構造の三

点か ら考察した総革 都市化による農業の分解は著 しく,工場･住宅地化の影響(工場の増加で)･

労働力の流出･農業用水路の不備･古来の農業水利併行等によ9,生産性の停滞が激しく,多 くの

農家は土地を農業の手段とい うよ9,授機的を意味で借上Dを待ウている現状にある｡丘陵部で壮

商品作物としての相構栽培が農業の中心で,このミカy園は戦後帝にS57年前後に急増した新興

産地である｡ ミカン栽培は,ll浄 額の資本が必葛 .t'27生産性が高い,(3修 年性の為 1･0年位は経済
I

的に採算が合わ夜い,14滴鹿の栽培技術と市場対策の知織牽必要とする鳥夜どT,水田農業 と異る

鶴 ミカyが特に年平均1･5℃以上の温度を必費とする温暖作物であるた晦 ,Aその地域は経済的栽

培の限界地であるO 日本全体の ミカy主産地が西部に移行している現牢,七の地域が比故的遅 く主
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産地とな9得たの中も 東京市場に近い亀 気候条件によ9晶質が藩いく酸味が多く皮が厚い )点を

避妊利用して貯溌 ミカy中心にする亀 農協の指導で共同選果場の建設象ど市場対繁に棟壌的であ

る事ete あげられるカi･不利恵自然条件を克親しようとする前向きな姿勢が見られる｡

農家構造の実薄紅苅野部落を選んで調査 した釣 水田農業と碍橘盛業の相違点が都市化の影響を

受けた地域 でどのように影響するかをもゥと深 く研究したかクたが勉強不足と知練不足から充分考

察できなかゥえの比残念である｡

′

六 日町盆地の地形 と土地利用

一 四 扇 状 地 の 比 救 -

論文の構成は次のととくである｡

第1肇萌査鞄壌白点地軸 職悦

革2肇 扇状 地 の地形
/

S1. 四房状地の地形及び水文

§2･地形舟勅

§五 地形的構造に関する考察

第3肇 土 地 利 用

§1･ 人文地理的概説

§2･･土地利用の変遷

§5･土地利用の現況

§4･農業水利及び農地開発

§5･ 四扇状地における土地利用の差異狩関する考察

§ム 四扇底地における農業経営欝4奪土地利用から兎た六日町金地の袖繊性とモ¢要因

林 原 陽 子 ｣

調査地域妊新藤県と群馬県との県境近 く,東を越後山晩 商を魚潟丘陵に挟まれた地向斜谷でb･

9,､盆地の中央を谷川岳妊酌 発した魚野川が牝流L,魚群丘陵を横谷でうがゥて膚猿Jl舵合挽し

ている｡東西山地からの支沈は盆地床に多数の扇状地を形成した杓 それら紘背後の山地の地形を

反映しち 西側の凍曲畠下のものは急傾斜で面硬性狭いが塵形のものが多 く,東側のものは緩傾斜
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